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屋久島生態系モニタリング 植
生
保
護
施
設
整
備
と
デ
ッ

キ
調
査
結
果

縄

文

杉

周

辺

整

備

及

び

展

望

デ

ッ

キ

の

調

査

屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー

に
お
け
る
平
成
二
二
年
度

の
取
組
と
し
て
、

縄
文
杉
周
辺

の
植
生
保
護
施
設
整
備

(

バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン
整
備
事
業
）

及
び

縄
文
杉
展
望
デ
ッ

キ
の
耐
久
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
縄
文
杉
を

見
に
登
山
さ
れ
る
方
は
こ
こ
数

年
九
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
、

登
山
道
の
大
株
歩
道
で
は
、

す

れ
違
い
や
休
息
に
よ
る
登
山
道

以
外
で
の
植
生
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、

森
林
生
態
系

の
保
全
利
用
地
区
（

バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン
）

に
お
け
る
登
山
道
周

辺
の
樹
木
や
植
生
の
衰
退
を
防

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

※標高200ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊林道脇）の植生
標高200mﾌﾟﾛｯﾄは、湯泊林道沿いの広葉樹二次林内(標高

215m前後）に設定した。付近は小尾根と窪地(沢地形)を含む
山腹である。ﾌﾟﾛｯﾄの南側は林道の上側法面（切通し崖）で
あり、その林道の南側には水道施設がある。山腹下部の複合
型緩急斜面で平均傾斜は30°、斜面方位は南向き。
［高木層］ﾀﾌﾞﾉｷ･ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｸｽﾉｷ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ﾔﾏﾓﾓ･ｲﾇﾋﾞﾜ･
ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅなどの照葉樹に常緑針葉樹のｽｷﾞが混生し、ｲｲｷﾞﾘ･ｱｶ
ﾒｶﾞｼﾜなどの落葉広葉樹は、被圧枯死により消滅した。
［亜高木層］ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ･ｲﾇﾋﾞﾜ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ｽﾀﾞｼﾞｲが多く、ﾔﾏﾓﾓ･ﾏ
ﾃﾊﾞｼｲ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｸﾛｷ･ﾀﾌﾞﾉｷ･ｺﾞﾝｽﾞｲなどが混生する。また、被
植率が低く、高木層との階層が比較的はっきりしている。
［低木層］ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが多く、ｼﾏｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ･ﾎﾞﾁｮｳｼﾞ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ
が続き、ﾍｺﾞも出現する。
［草本層］ﾀﾏｼﾀﾞ･ｳﾗｼﾞﾛが多い。被植率はヤクシカの食害に
より低下しつつある。
［群集および特徴的な出現樹種］ﾀﾌﾞﾉｷ-ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ群集。ﾀﾌﾞﾉｷ
はよく生育しているが、下層植生については北側の谷部と南
側の尾根部とで出現する種の違いが大きい。高木層の樹冠は
よく発達しているが、ｽﾀﾞｼﾞｲの大木がほとんどない林分であ
る。

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

五
月
一
三
・
一
四
日
開
催
の

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、

前
号
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
林
管
理
署
で
は
島
の
大
切

な
財
産
で
あ
る
豊
か
な
森
林
を

守
り
育
て
て
い
く
た
め
、

世
界

自
然
遺
産
地
域
を
取
り
巻
く
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
適
切
な

保
全
・
管
理
に
努
め
、

ま
た
、

麓
周
辺
に
植
林
さ
れ
て
い
る
地

ス
ギ
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

で
、

地
球
に
優
し
い
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す
。

是

非
、

フ
ォ

ー

ラ

ム

に

参

加

頂

き
、

自
然
の
豊
か
さ
と
共
存
す

る
暮
ら
し
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

縄
文
杉
展
望
デ
ッ

キ
の
整
備

四
月
一
三
日

(

水

)

に
、

縄

文
杉
展
望
デ
ッ

キ
上
で
「

登
山

者
の
混
雑
防
止
と
写
真
撮
影
専

用
場
所
」

対
策
と
し
て
標
示
し

て
い
る
、

黄
色
斜
線
の
塗
り
替

え
作
業
を
午
後
の
登
山
者
の
少

な
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
や
夏
休
み
な
ど
大
勢
の

登
山
者
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

登
山
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

自

然
豊
か
な
屋
久
島
を
楽
し
ま
れ

る
た
め
に
も
相
互
に
譲
り
合
う

な

ど
、

マ

ナ
ー

を

守

り

な

が

ら
、

縄
文
杉
と
の
出
会
い
を
楽

し
め
る
よ
う
混
雑
の
解
消
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

止
し
つ
つ
、

保
護
林
の
景
観
や

森
林
生
態
系
の
観
察
に
活
用
す

る
な
ど
、

森
林
学
習
の
場
に
も

利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、

森
林
空
間
を

楽
し
む
こ
と
で
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ

ン
効
果
や
免
疫
機
能
の
改

善
な
ど
森
林
の
持
つ
機
能
に
よ

り
、

日
々
の
暮
ら
し
の
疲
れ
を

癒

す

こ

と

も

出

来

る

こ

と

か

ら
、

森
林
生
態
系
の
保
全
･
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、

縄
文
杉
展
望
デ
ッ

キ
は
、

平
成
八
年
に
完
成
し
て

か
ら
一
五
年
が
経
過
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

縄
文
杉
へ
は
一

日

に

数

百

人

が

訪

れ

て

い

ま

す
。

展
望
デ
ッ

キ
周
辺
は
雨
量

も
多
く
、

冬
に
は
積
雪
が
二
㍍

に
な
る
こ
と
も
希
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
た
め
、

デ
ッ

キ
の

耐
久
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

木
造
部
で
は
、

経
年
に
よ
り

各
部
が
丸
み
を
帯
び
て
き
て
い

る
も
の
の
重
大
な
腐
朽
･
劣
化

･
損
傷
は
見
ら
れ
ず
、

利
用
者

へ
の
危
険
に
繋
が
る
箇
所
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、

基
礎
部
で
は
土
壌
の

流
出
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
補
修
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「

森
を
歩
く
」

と

い
う
テ
ー

マ
で
国
連
が
定
め
た

｢

国
際
森
林
年
」

で
す
。

森
に

親
み
、

森
林
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
、

森
林
の

持
つ
機
能
を
高
め
る
取
組
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

屋
久
島
付
近
を
分
布
の
北
限

と
す
る
半
つ
る
性
の
常
緑
低
木

で
高
さ
二
～

三
㍍
に
な
る
。

葉

は
対
生
。

枝
先
に
集
散
花
序
を

だ
し
、

目
立
た
な
い
小
さ
な
黄

色
い
花
と
、

純
白
の
花
び
ら
状

の
も
の
は
が
く
片
で
、

こ
れ
と

濃
い
緑
の
葉
と
の
取
り
合
わ
せ

が
美
し
い
。

花
期
五
～

六
月

コンロンカ
（アカネ科）

ペンキ塗り替え後の展望デッキ

屋久島の植物

植
生
保
護
施
設
整
備
の
状
況

今年、四月中旬の太鼓岩
から見た景色です。

天然のスギとサクラ
のコントラストがと
ても美しく、暫し見
入ってしまいます。
皆さんも森の中を散
策してみませんか。



◆

（1）地域推進対策

① 旧天然生林管理水準確保緊急対策事業（ＧＳＳ）
ア 森林保護員の雇用によるきめ細やかな保全管理等
イ 入込利用者への指導･啓発

② 旧森林生態系保護地域バッファゾーン整備事業
ア 翁杉説明板等周辺整備
イ 縄文杉旧道植生現況調査及び周辺整備
ウ 縄文杉保護施設総合整備の基礎調査

（2）保護林等整備・保全対策（旧世界自然遺産保全緊急対策事業及び保護林）
ア ヤクスギ樹勢回復措置（縄文杉他著名杉）
イ 生態系モニタリング調査（屋久島東部植生分布調査・局）
ウ 外来種アブラギリ等のモニタリング（局）

（3）モニタリング
ア 雨量等観測
イ 写真映像による調査（環境省との共同調査について実施）

（4）その他
ア 森林生態系保護地域等の森林パトロールを実施
イ 縄文杉Ｗｅｂカメラの管理（保守）

◆

（1）

（2）

◆

（1）森林教育等の実施（他機関等の連携・協力）

（2）自然休養林内等での指導・パトロールの実施

（3）屋久島レクリエーションの森保護管理協議会等への助言・指導

（4）シカ対策におけるシカ柵の保全管理等

◆

（1）関係機関との連絡調整

（2）学術調査研究等に係る入林手続きの接受及び指導等

（3）広報誌「洋上アルプス」の発行及び年報の作成

（4）資料等の整備・拡充

※ この紙は九州間伐紙を使用しております。 『洋上アルプスNO.194号裏面』屋久島森林環境保全センター

普及教育及び森林空間総合利用等

その他

治山事業

渓床の縦横浸食を防止して、渓床の安
定・山脚の固定・土砂流出防止・調整を
図ることを目的としています。

本数調整伐 【３３．７３ｈａ】
適切な保安林の整備により、水源のかん
養、災害の防止と軽減等に資することを
目的とした保安林整備事業の一環です。

屋 久 島 森 林 環 境 保 全 セ ン タ ー
平 成 ２ ３ 年 度 業 務 予 定

森林生態系保護 【２２年度各事業実施状況写真】

谷止工 【２基】

ボランティア作業（観察路整備）

ボランティア作業（ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ見本林・採種林の手入れ）

植生回復及び教育利用施設整備

ヤクスギ等樹勢回復措置

森林保護員による
きめ細かなパトロール

縄
文
杉
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ

陸域の浸食の防止･固定を図る護岸工 渓岸の横浸食の防止を図る護岸工


